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森  

建
二 

議
員

関
連
質
問

北
田 

宏
彦
　
議
員

「
本
市
の
都
市
計
画
」
に
つ
い
て

会派代表質問

創
　
　
政

問　

本
市
の
線
引
き
は
唯
一
、
首
都
圏
近

郊
地
帯
外
で
あ
り
な
が
ら
、
昭
和
48
年
建

設
大
臣
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
首
都
圏
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、
大
手
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
に
よ
る
５
団
地
の
宅
地
開
発
が
行
わ

れ
た
。
し
か
し
、
大
網
駅
周
辺
、
国
道
１

２
８
号
バ
イ
パ
ス
な
ど
殆
ど
が
市
街
化
調

整
区
域
に
指
定
さ
れ
、
商
業
施
設
、
量
販

店
舗
、
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
な
ど
が
進
出

で
き
ず
、
近
隣
の
茂
原
市
、
東
金
市
と
違

い
、
賑
わ
い
の
な
い
税
収
も
上
が
ら
な
い

殺
風
景
な
ま
ち
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

既
に
人
口
減
少
が
明
確
に
な
り
、
産
業
な

ど
経
済
活
動
の
成
長
や
増
加
も
見
込
ま
れ

な
い
本
市
の
実
情
を
鑑
み
る
と
区
域
区
分

を
定
め
る
必
要
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

指
摘
の
通
り
、
こ
れ
ま
で
の
都
市
計

画
は
、
人
口
増
加
を
前
提
に
運
用
さ
れ
て

い
た
が
今
後
、
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る

事
か
ら
、
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
た
都
市

計
画
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

先
ず
は
、
開
発
許
可
の
権
限
を
県
か
ら
本

市
へ
と
委
譲
す
る
こ
と
に
よ
り
本
市
の
実

情
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
に
な
る

と
考
え
る
。

　

県
か
ら
の
開
発
許
可
権
限
の
委
譲
に
つ

い
て
は
速
や
か
に
進
め
て
頂
き
た
い
。　

ま
た
、
市
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
る
線
引

き
制
度
の
是
正
を
再
度
強
く
求
め
る
。

問　

農
業
政
策
、
新
規
就
農
者
数
と
営
農

状
況
、
今
後
の
施
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

新
規
就
農
の
認
定
農
業
者
は
９
名
お

り
営
農
状
況
は
、
１
名
の
新
規
就
農
者
が

就
農
計
画
の
目
標
所
得
を
超
え
て
お
り
、

他
も
、
農
地
や
機
械
を
取
得
し
、
生
産
・

出
荷
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、
資
金
の

確
保
、
営
農
技
術
の
取
得
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
強
化
し
て
い
く
。

　

成
功
事
例
を
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て

新
規
就
農
者
を
呼
び
込
み
、
本
市
農
業
の

活
性
化
に
繋
げ
て
頂
き
た
い
。

問　

本
市
の
土
地
改
良
事
業
は
既
に
40
～

50
年
経
過
し
、
耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
用
排

水
路
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
い
。
こ
れ
ら

施
設
の
改
修
・
整
備
に
は
、
如
何
対
応
さ

れ
る
の
か
。

答　

各
農
業
団
体
と
協
議
し
な
が
ら
地
元

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
幅
広
く
補
助
制

度
を
検
討
し
、
計
画
的
な
施
設
の
改
修
を

推
進
し
て
い
く
。

問　

山
辺
地
区
の
基
盤
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
を
伺
い
た
い
。

答　

平
成
31
年
度
に
県
の
計
画
審
査
会
に

図
り
、
平
成
32
年
度
に
県
か
ら
国
に
対
し

事
業
計
画
書
の
提
出
を
し
、
平
成
33
年
度

の
事
業
採
択
を
目
指
し
て
い
る
。

　

老
朽
化
し
た
施
設
の
改
修
・
整
備
、
を

積
極
的
に
進
め
て
農
地
集
約
化
、
担
い
手

育
成
に
繋
げ
て
頂
き
た
い
。

問　

市
長
公
約
の
圏
央
道
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

周
辺
地
域
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
長
公
約

の
都
市
計
画
税
を
導
入
し
た
場
合
の
税
収

見
込
は
い
く
ら
か
。

答　

税
率
を
上
限
の
０
．
３
％
と
し
た
場

合
、
約
２
億
４
，
０
０
０
万
円
と
な
る
。

問　

都
市
計
画
税
を
い
つ
頃
導
入
し
、
ど

の
よ
う
な
事
業
に
充
て
る
の
か
。

答　

市
の
発
展
の
た
め
に
も
本
税
を
導
入

し
、
市
街
地
の
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
導
入
の
時
期
に

つ
い
て
は
課
題
等
を
整
理
し
、
市
民
の
皆

様
や
議
会
の
ご
意
見
等
も
十
分
に
伺
い
、

導
入
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

都
市
計
画
税
導
入
の
目
的
を
明
確
に
し
、

議
会
と
も
議
論
を
深
め
て
頂
き
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
理
解
を
し
っ
か
り
と
得
ら
れ
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

問　

市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

経
常
収
支
比
率
が
96
．
９
％
と
極
め

て
高
い
数
値
と
な
り
、
主
な
基
金
の
残
高

も
大
幅
に
減
少
し
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
早
期
に
緊
急
財
政
対
策
を
検
討
し
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
確
立
に
努
め
る
。

　

他
に
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

○
平
成
31
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

問　

財
政
の
健
全
化
は
、
健
全
化
そ
の
も

の
が
目
的
で
は
な
い
。
新
し
い
事
業
、
市

民
の
福
祉
等
に
資
す
る
事
を
進
め
る
こ
と

が
目
的
。
財
政
が
厳
し
い
中
、
ど
う
い
う

考
え
と
目
的
で
作
ら
れ
た
予
算
な
の
か
。

答　

既
存
事
業
の
廃
止
ま
た
は
縮
小
、
新

規
事
業
の
抑
制
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は

５
年
ぶ
り
に
１
５
０
億
円
を
下
回
り
、
対

前
年
度
比
４
．
４
％
減
の
１
４
８
億
４
，

５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
目
的
別
の

歳
出
予
算
で
は
、
総
務
費
や
民
生
費
が
増

加
す
る
一
方
で
、
大
規
模
な
建
設
事
業
が

終
了
す
る
土
木
費
や
消
防
費
が
大
幅
に
減

少
し
た
所
で
す
。
主
な
事
業
で
す
が
、
平

成
31
年
度
中
に
み
ど
り
が
丘
に
完
成
予
定

の
「（
仮
称
）
子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー
」

の
整
備
費
や
４
月
か
ら
事
業
内
容
を
拡
充

す
る
「
子
育
て
支
援
館
」
の
運
営
経
費
を

計
上
し
た
他
、
新
た
に
「
移
住
・
定
住
促

進
住
宅
取
得
等
奨
励
金
」
を
創
設
し
、
子

育
て
環
境
の
一
層
の
充
実
を
図
る
事
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
省
の
補
助
金
を
活

用
し
て
、
大
網
病
院
や
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
省
エ
ネ
設
備
を
導
入
す
る

な
ど
、
有
利
な
財
源
を
確
保
し
つ
つ
公
共

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
施
設
の
整
備
に
取

り
組
む
事
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
編
成
後
の
財
政
調
整
基
金
は

５
億
６
千
万
円
程
と
な
り
、
財
政
は
極
め

て
厳
し
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
す
と
、
数
年
後
に
は
基
金
が
枯
渇
し

赤
字
決
算
に
な
る
こ
と
は
確
実
で
ご
ざ
い

ま
す
。
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
急
激

な
低
下
を
招
か
な
い
様
に
努
め
な
が
ら
、

事
業
の
厳
選
や
先
送
り
を
行
う
な
ど
、
財

政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し

て
参
り
ま
す
。

問　

収
入
が
足
り
な
け
れ
ば
、
歳
入
を
増

や
す
事
を
考
え
て
い
く
べ
き
。
市
と
し
て

収
入
を
増
や
す
事
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
確
立
す
る

た
め
に
は
、
市
税
を
始
め
と
す
る
歳
入
の

確
保
を
図
っ
て
い
く
事
は
重
要
と
考
え
ま

す
。
市
で
は
、
市
税
の
徴
収
率
の
向
上
に

努
め
、
子
育
て
支
援
策
の
充
実
に
よ
り
子

育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
る

他
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
地
区
計

画
運
用
基
準
の
策
定
や
企
業
誘
致
条
例
の

改
正
な
ど
に
よ
り
、
国
道
１
２
８
号
沿
道

や
大
網
駅
周
辺
を
中
心
に
企
業
誘
致
を
推

進
し
、
税
収
の
増
加
を
図
る
事
と
し
て
お

り
ま
す
。
更
に
、
都
市
計
画
税
の
導
入
の

検
討
を
進
め
る
と
共
に
、
使
用
料
や
手
数

料
に
つ
い
て
は
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化

の
観
点
か
ら
見
直
し
を
図
り
、
一
層
の
財

源
の
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

○
圏
央
道
大
網
白
里
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

問　
「
大
網
白
里
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
」
が
３

月
24
日
に
開
通
す
る
。
市
民
と
し
て
は
、

総
費
用
が
43
億
円
、
市
が
11
億
9
千
万
円
、

負
担
し
て
Ｉ
Ｃ
を
作
る
事
で
経
済
的
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
考
え
た
時
、
現
時
点

で
周
辺
に
何
が
し
か
の
開
発
は
見
え
な
い

状
況
。
大
網
駅
南
口
や
国
道
１
２
８
号
沿

線
も
同
様
で
す
。
市
の
ほ
ぼ
全
域
が
「
市

街
化
調
整
区
域
」で
あ
る
事
、「
農
地
転
用
」

の
難
し
さ
等
、
法
的
に
難
し
い
部
分
も
あ

る
か
と
思
う
が
、
Ｉ
Ｃ
を
作
り
、
こ
れ
か

ら
周
辺
を
ど
の
様
に
し
て
い
く
の
か
。

答　

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
開
通
に
よ
り
、
交

通
ア
ク
セ
ス
が
一
段
と
向
上
し
ま
す
。
こ

の
効
果
が
市
内
の
広
範
囲
に
及
び
ま
す
様
、

駅
周
辺
の
整
備
や
国
道
１
２
８
号
の
沿
道

の
活
性
化
、
そ
し
て
子
育
て
支
援
策
の
充

実
、
あ
る
い
は
企
業
誘
致
や
観
光
振
興
な

ど
、
必
要
な
施
策
を
実
施
し
て
い
く
中
で
、

交
流
人
口
や
定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ

て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
他
、
○
市
役
所
組
織
機
構
の
見
直

し
（
部
制
導
入
）、
○
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
問
い
質
し
ま
し
た
。

小
倉 

利
昭
　
議
員

若
い
世
代
が
夢
を
持
て
る
、
賑
わ
い
の

あ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

個人質問
問　

増
穂
保
育
所
隣
接
地
に
本
年
１
月

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
子
育
て
支
援
館
に
つ

い
て
、
各
事
業
の
内
容
を
具
体
的
に
説
明

を
い
た
だ
き
た
い
。

答　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
マ
リ
ン

ル
ー
ム
は
、
就
学
前
の
児
童
と
保
護
者
が

自
由
に
利
用
で
き
、
利
用
料
は
い
た
だ
い

て
お
り
ま
せ
ん
。
次
に
、
簡
易
マ
ザ
ー
ズ

ホ
ー
ム
、
き
り
ん
幼
児
教
室
は
、
就
学
前

の
発
達
が
気
に
な
る
児
童
の
適
応
訓
練
や

機
能
回
復
等
の
療
育
を
行
う
事
業
で
あ
り
、

本
年
４
月
か
ら
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
児

童
発
達
支
援
事
業
に
移
行
し
、
１
日
当
た

り
10
名
の
児
童
の
療
育
を
行
う
予
定
で
す
。

保
護
者
に
は
療
育
に
か
か
る
費
用
の
一
部

と
し
て
１
回
当
た
り
千
円
程
度
の
負
担
を

お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
小
規
模

保
育
は
隣
接
の
増
穂
保
育
所
と
連
携
し
て
、

ゼ
ロ
か
ら
１
歳
ま
で
の
児
童
を
保
育
す
る

定
員
19
名
の
地
域
型
保
育
事
業
で
あ
り
ま

す
。
保
育
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
他
の
保

育
所
と
同
様
に
保
護
者
の
所
得
や
兄
弟
の

数
に
応
じ
た
保
育
料
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
一
時
預
か
り
保
育
は
、
保
護
者

の
病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
、
一
時
的
に
家

庭
で
の
保
育
が
困
難
な
児
童
の
保
育
を
行

う
事
業
で
あ
り
ま
す
。
利
用
対
象
は
、
市

内
に
住
民
登
録
が
あ
っ
て
、
満
１
歳
以

上
、
小
学
就
学
前
ま
で
の
児
童
で
、
利
用

定
員
は
、
１
日
当
た
り
10
名
、
利
用
料
は

１
日
当
た
り
３
歳
未
満
の
児
童
の
場
合
が

２
５
０
０
円
、
３
歳
以
上
の
児
童
の
場
合

が
１
４
０
０
円
と
し
て
お
り
ま
す
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て

の
手
助
け
を
必
要
と
す
る
保
護
者
と
子
育

て
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
方
が
会
員
と

な
り
、
会
員
相
互
の
援
助
活
動
を
行
う
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
で
あ
り
ま
す
。
利

用
料
は
、
児
童
を
預
か
る
時
間
で
30
分
当

た
り
２
５
０
円
か
ら
３
５
０
円
の
謝
礼
と
、

燃
料
代
の
実
費
を
利
用
す
る
会
員
が
提
供

す
る
会
員
に
直
接
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問　

次
に
国
道
１
２
８
号
線
バ
イ
パ
ス
沿

線
の
活
性
化
と
い
う
こ
と
で
、
大
型
店
舗

の
誘
致
状
況
に
つ
い
て
ご
説
明
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

答　

国
道
１
２
８
号
沿
線
の
活
性
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
１
月
に
市
街
化

調
整
区
域
に
お
け
る
土
地
利
用
方
針
及
び

地
区
計
画
運
用
基
準
を
定
め
、
地
権
者
等

の
発
案
に
よ
る
地
区
計
画
を
決
定
す
る
こ

と
で
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
地
区
計

画
に
適
合
し
た
開
発
が
可
能
と
な
る
仕
組

み
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
制
度
の
具
体
的
な
運
用
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
㈱
コ
メ
リ
か
ら
提
案
さ
れ
た
地

区
計
画
が
昨
年
２
月
に
都
市
計
画
決
定
さ

れ
た
後
、
店
舗
面
積
が
１
万
平
方
メ
ー
ト

ル
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
開
発

行
為
に
つ
い
て
、
去
る
２
月
４
日
に
千
葉

県
か
ら
許
可
が
お
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、

今
後
は
造
成
等
の
工
事
に
着
手
さ
れ
る
見

込
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問　

次
に
、
道
路
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

１
２
８
号
線
の
４
車
線
化
、
現
在
現
地
を

見
ま
す
と
だ
い
ぶ
工
事
の
動
き
が
目
に
と

ま
り
ま
す
が
具
体
的
な
４
車
線
化
の
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

答　

現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

二
級
河
川
小
中
川
か
ら
経
田
交
差
点
の
区

間
に
お
い
て
増
設
さ
れ
る
車
線
の
舗
装
工

事
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
４
車
線

化
に
伴
う
中
央
分
離
帯
設
置
の
た
め
車
両

通
行
が
外
側
車
線
へ
移
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
経
田
地
内
の
交
差
点
に
設
置
し
て

い
る
信
号
機
の
移
設
工
事
が
完
了
し
、
押

し
ボ
タ
ン
式
信
号
か
ら
通
常
信
号
機
へ
変

更
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
高
齢
者
福
祉
、
大
網
駅
周
辺

整
備
、
増
穂
学
区
の
通
学
路
整
備
、
空
き

家
対
策
、
そ
し
て
最
後
に
有
害
鳥
獣
に
つ

い
て
質
問
致
し
ま
し
た
。


